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［論文要旨］
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Folkloric Study of Hemp Utilization :  
To Investigate the Usage of Hemp in the Jomon Period
　かつてアサは全国各地で生産されていた。江戸から昭和初期にかけての栃木県や長野県，広島県などでは商
品作物として生産され，茎から得られた繊維は下駄の鼻緒の芯縄や漁網，綱などに加工された。また，木綿の
生産に適さない東北地方や中部地方の山間地では，少なくとも戦前まで，自給用にアサを生産し，衣類などに
加工していた。アサは特別な力が宿る植物と考えられていたことから信仰の用具としても重要である。赤ん坊
の臍の緒を切る糸や結納の友白髪などに使用され，祭礼においても欠かすことができない。さらに，実からは
油を採取することができ，食用としても利用された。
　アサの栽培目的は繊維の採取と実の採取の 2つが考えられているが，民俗事例を見る限り，両者は分けて
考える必要がある。繊維を採取するためのアサは，枝分かれを防ぐために密植し，花が咲く前に収穫する。
そして，冷涼でやせ地の方が良質な繊維が採取できる。逆に，実を採取するためのアサは肥沃な土地の方が
有利であり，枝分かれを促すために疎に植える。
　アサから繊維を採るためには，茎から皮を剥がさなければならない。多くの地域では，大型の釜や桶を用
いて，茎を煮たり，蒸したりすることでこれを行ってきた。しかし，水につけたり，草を被せて温度を高め
たりすることだけでも皮を剥ぐことはでき，したがって，特別な道具がなくてもアサの加工は可能である。
そして，福島県や宮城県では現在もこの方法を用いている。そこからさらに良質な繊維を得るためには，竹
や木，金属などで皮を擦り，カスを落とさなければならない。栃木県では古くは竹を割ったもの，広島県や
宮崎県などでは竹で箸状の用具を作ってこの作業を行ってきたが，それらの材料の多くは，近くの山林から
入手でき，自分で製作可能な自給民具である。また，実の採取においても，特別な道具は必要としない。
　以上のことから，縄文時代にアサが生育していたらならば，それを加工し，利用することは可能であった
ろう。
【キーワード】植物としてのアサ，繊維採取用のアサと実採取用のアサ，アサの加工方法，商品作物と自給作
物，自給民具
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はじめに
　日本におけるアサ
（1）
の利用は，「繊維素材の変遷」や「食料資源の取得」，またそれがどの時代にま
で遡れるのかという観点から注目されてきた。福井県鳥浜貝塚では，縄文時代草創期の層準からア
サ縄類
（2）
が見つかっている［布目，1984］。これとあわせて，出土したアサ果実を 14C 年代測定によっ
て分析する方法も進み，秋田県菖蒲塚貝塚から出土した縄文時代早期（6745±5014CBP）の土器内
面からは炭化して付着したアサ果実が［辻・南木，2007；國木田・吉田，2007］，千葉県沖ノ島遺跡か
らは，10000 calBP 前後のアサの果実が出土していることから，この頃には日本にアサが存在して
いたことが明らかになった［工藤他，2009］。
　民俗事例によれば，アサは全国各地で栽培され，利用されていたことは明らかである。少なくと
も，江戸時代から昭和初期にかけて，栃木県や群馬県，長野県，広島県などでは商品作物として生
産され，下駄の鼻緒の芯縄や漁網，綱などに加工された
（3）
。また，木綿の生産に適さない東北地方や
中部地方の山間地では，戦前まで，自給用にアサを栽培し，衣類や漁網，綱などに加工していた［篠
﨑，1999］。アサは特別な力が宿っている植物と考えられたことから信仰の用具としても重要である。
赤ん坊の臍の緒を切る糸や結納の友白髪などの人生の節目にはアサが用いられ，また年中行事や祭
礼においても欠かすことができない。しかし，戦後になると麻薬性のある植物という理由から，そ
の生産には都道府県知事の許可が必要となり
（4）
，さらには化学繊維の普及によって需要が激減し，現
在は栃木県鹿沼市などのごく限られた地域でしか生産されていない。そうした状況は，アサに関す
る調査を困難なものとしている。
　筆者は，これまでにも日本有数のアサの生産地として知られる栃木県の足尾山地東南麓において
アサの生産や加工の様子を調査し，栃木県立博物館調査研究報告書「野州麻作りの民俗」［2001］等
にまとめた。また，群馬県や岐阜県，滋賀県，広島県，大分県などのアサの生産地を調査し，各地
の博物館等に収蔵されたアサの生産用具や製品，文献資料等から加工方法の違いを考察した［篠﨑，
2010］。本稿では，それらの成果をとりまとめるとともに，民俗学的な視点から，縄文時代のアサの
生産や利用に関して考察したい。
❶……………植物としてのアサとその歴史
　アサ（写真 1）は，熱帯から冷帯までの幅広い地域に分布するアサ科の一年草である。中央アジ
アが原産とされ，茎は直立し，播種後 90 日目には 2～3 mの高さになるなど成長が早い植物として
も知られている。春から夏にかけて，気温の上昇とともに成長し，5～9枚の葉片からなる掌状の葉
をつける。雌雄異株のため雄株と雌株があり，夏の終わりから秋頃に開花し，風で花粉を飛ばして
種を増やす。
　中国を経て日本に伝わったものと考えられており，星川清親は『栽培植物の起源と伝播』［1978］
のなかで，1世紀ごろに日本に伝播したと推測しているが，その後の縄文時代や弥生時代の遺跡か
ら出土した縄類や布類，実などの遺物を見る限り，大いに検討の余地がある。一方，歴史学や民俗
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学の研究成果と合わせて考察すると，その時期は定かではないが，茎から得られる強靭な繊維は衣
服や綱などの原料となり，また実からは油を採り，さらには食用としても利用されていたことが類
推できる。
　ところで，アサは生命力が強いことから野生種も見られる。しかし，より良質な繊維や実を採取
するためには人間が管理する環境下で育てた方がよい。すなわち，繊維採取用のアサ（写真 2）は
成長した時に枝が分かれないように密植し，逆に実採取用のアサ（写真 3）はより枝が分かれるよ
うに疎に植える。それ以前の問題として，繊維採取用のアサと実採取用のアサとでは栽培の適地が
異なる。前者は風害が少なく，砂礫地で腐食物質の乏しい土壌の地域，後者は肥沃な土地が適地で
あり，それらを考慮してアサの播種を行う必要がある。もちろん肥沃な土地で生育したアサからも
繊維を採取することは可能であるが，強靭な繊維は期待できない。また，現在の生産事例を見る限
り，繊維採取用のアサは花が咲く前に収穫する。したがって，一株のアサから繊維と実の両方を採
取することはない。なお，栃木県や群馬県など，現在日本で生産されているアサの多くは，繊維の
採取を目的としている。したがって，山間部の腐食物質に乏しい土壌の地域において，その生産が
行われている。
　アサと同様に茎から繊維を取り出すことができる植物にカラムシ（苧麻）がある。カラムシ（写真
4）はイラクサ科の多年草で，野生種は田の縁や道端などに雑草として生え，地下茎を伸ばして群生
する。そして，1～2 mの高さにまで成長し，丸みを帯びた葉をつける。この植物から得られる繊維
は「苧」，「紵」，「青苧」，「真苧」などと呼ばれ，『魏志倭人伝』に見られる「細苧」はカラムシであ
ると考えられている。中世になると越後や出羽などでは特産品化し，現在も宮古上布や小千谷縮な
どの高級麻織物の原料として用いられている。明治時代になって，外国との交流が深まると，カラム
シに加えて，アマやコウマ，マニラアサ，サイザルアサなどの植物から得られる繊維もアサとして流
通するようになるが，これらは植物分類学的には異なる植物であり，繊維の質も利用される用途も異
なる。
　このうち，アサとカラムシの繊維は，よく似ており判別は難しい。しかし，民俗学の事例によれ
ば，アサは紐やロープ，漁網，下駄の鼻緒の芯縄などの原料となり，細く裂いて糸に績んだものか
らは普段着や作業着が作られた。また，手で綯うことにより，簡単に紐にすることができるので，
日常生活用具や農具，漁具等に用いられ，さらには，祭礼や年中行事，人生儀礼などの信仰の用具
としても利用された。そのために商業的な生産と併せて，自給用にアサを生産し，利用した事例は
全国各地に見られた。これに対して余所行きの着物はカラムシで織られた。繊維が長く，細い糸が
とれるカラムシは着物，特に高級織物の加工に向いていた。しかし，武士の裃や儀礼を伴う衣服は
必ずアサを用いた。庶民の生活において，両者は明確に区別されていた。
❷……………アサの利用
　アサの茎は他の双子葉植物と同様に木部と師部，表皮などからなる（図 1）。このうち，繊維とし
て利用されるのは木部の外側の部分（靱皮繊維のある部分）である。繊維を取り出すためには，木
部から皮を剥がさなければならないが，そのためには茎を水につけて発酵させるか，熱を加えなけ
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ラは古くは懐炉灰に，現在は花火の原料として使用されている。実は七味唐辛子に使用され，また
鳥の餌としても流通している。
❸……………各地のアサの栽培，加工方法
　本章では，現在もアサの生産が行われている栃木県，宮城県，群馬県，大分県などの事例を紹介
するとともに，長野県や滋賀県，広島県などに残されている民俗資料や文献資料などからアサの生
産方法の事例を紹介する。これにより，縄文時代のアサの生産や利用，その可能性について考察し
たい。
3-1．栃木県の事例（野州麻の生産地）
　栃木県は質，量ともに日本一のアサの生産地として知られ，野州麻
（5）
という銘柄で全国各地に出荷
されている。平成 18 年（2006）の厚生労働省の資料によれば，栃木県におけるアサの栽培面積は
645.5a で全国の約 89％，繊維採取量は約 1829 kg で全国の約 55%を占める。主産地は，鹿沼市（旧
粟野町）や佐野市（旧葛生町）などの足尾山地東南麓で，なかでも砂礫地で水はけがよく，腐食物
質の乏しい土壌で，かつ夏の気温が冷涼で，西日が当たらない地域，また風水害，特に雹害が少な
い地域がアサの生産の適地とされた。ところで，アサは養分に富む土壌においてはより繁茂する。
ればならない。剥ぎ取った皮を皮麻
というが，栃木県ではこれをニハギ
（煮剥），広島県や大分県などではア
ラソ（荒苧・粗苧）もしくはアラソ
ウと呼ぶ。
　より良質な繊維を得るためには，
剥ぎ取った皮から表皮や内皮などの
余分なカスを取り除く必要がある。こ
れには，発酵して柔らかくなった皮，
もしくは皮を灰で煮て柔らかくなっ
たところに木や竹，金属などを押し
付けてこすり落とす方法が見られ
る。最終的に残ったものが靱皮繊維
であり，これを栃木県などではセイマ
（精麻・製麻），広島県などではコギ
ソ（扱麻）もしくはヲ（苧）という。
　なお，皮を剥ぎ取った後の芯の部
分（木部）はオガラ（麻幹・苧殻）
と呼ばれ，屋根材や神具などに用い
られている。また蒸し焼きしたオガ
図1　麻の茎の断面
（栃木県立博物館展示図録『野州麻』より転載）
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しかし，こうした環境下で生育したアサか
らは良質な繊維，すなわち強い繊維を採取
することはできない。また，風の影響を強
く受ける地域も，茎同士が擦れ合って繊維
が傷むことから生産は難しい。一般には山
あいの米作りに不向きな地域が麻作りの適
地とされ，野州麻の生産地では米に代わる
換金作物として位置づけられていた。
　播種は 3月下旬から 4月上旬にかけて行
う（写真 5）。アサは夏の暑さとともに成長
を続け，梅雨明けの 7月下旬，高さが 2～
3 mになった頃に収穫する。収穫はまず，
根ごと引き抜いてから（写真 6），専用のア
サキリボウチョウ（麻切り包丁）で根を切
り，さらに葉を削ぎ落として茎だけの状態
にする（写真 7）。この状態のアサをナマソ
（生麻）という。生麻はその日のうちに，遅
くても翌朝までに 1～2 分ほど熱湯に浸す
（写真 8）。この工程をユカケ（湯かけ）と
いい，テッポウオケ（鉄砲桶）とテッポウガマ（鉄砲釜）を使用する。鉄砲桶は口が楕円形をした
口径 80 cm，高さ 130 cmほどの木製の桶で，多くは底に円形の穴が開けてある。一方，鉄砲釜
（6）
は鋳
物，もしくは銅板を加工して作った最大径約 30 cm，高さ約 140 cmの中ほどが膨らんだ筒状の用具
である。これを一方は鉄砲桶の底面に開けた穴に，もう一方は，底に穴の開いた半月状の小さな桶
を被せて，その桶を鉄砲桶に固定することで，鉄砲釜を自立させる（図 2）。
　湯かけは，水の取得に便利な井戸や堀の近く，もしくは河原で行う。鉄砲桶には水を，鉄砲釜に
は松などの強い火力が得られる木を入れて火をつけるが，その熱が釜を通して鉄砲桶に入れた水に
伝わることで，湯を沸かす。水が沸騰したら湯にアサを浸す。1～2分ほどしたらひっくり返してま
んべんなく湯に浸かるようにする。湯かけをするとアサは鮮やかな緑色となる。
　湯かけをしたアサは翌日の朝から 3日ほど天日で干す（写真 9）。風通しのよい河原や家の前，ア
サを収穫した後の畑などを干し場とし，土がつかないように竹竿や木の上にアサを並べていく。夜
は夜露がつかないように軒下に取り込み，また雨の降りそうな時も取り込んだ。アサは干すことで，
緑色から白茶色に変化する。干し上がったアサはキソと呼ばれ，これを直径 40 cmほどに束ねて，
屋根裏など乾燥した場所に保管しておく。キソは，長期間の保管に耐えることができた。
　キソは茎に皮がついた状態のものである。アサから繊維を取り出すためには，キソから皮を剥が
さなければならない。そのための作業は，アサの収穫のすべてが終わる 8月半ばから 10 月にかけ
て，あるいは暖かくなる 4月以降
（7）
に行う。この作業には，ある程度の温度と湿度が必要なことから，
冬場はできない
（8）
。まず，水をはったオブネ（麻槽）にキソを浸し（写真 10），十分に浸したら取り
図2　ユカケ模式図（大沼正代作成）
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出して筵の上に重ね，さらにその上に濡れた莚や菰を被せて温度を高め，2～3晩そのままにしてお
く。この工程をトコブセ（床臥せ）という。するとアサの皮が発酵して，皮が剥きやすくなるので，
そうしたら数本のアサを手で掴んで，モトから 10 cmぐらいの所を折り，そこから皮を剥いでいく
（写真 11）。この工程はアサハギ（麻剥ぎ）と呼ばれ，主に男性が行った。剥いだ皮は，水で湿らせ
て，軽く水を切ってから数時間の内に余分なカスを取り除く。現在，この作業は専用の機械で行う
が，昭和 50 年代以前は手作業で行っていた。アサヒキバコ（麻ひき箱）の中にアサヒキダイ（麻ひ
き台）を置き，その上に剥いだアサの皮を載せて，ヒキゴと呼ばれる半円筒状の金具で，アサの皮
にある余分なカスをしごき取るもので（写真 12），主に女性が行った。
　カスを取ることでアサの皮はきれいな黄金色
（9）
になる。これを竿にかけて3日から10日ほど陰干し
する。十分に乾燥したら選別した上で，規格の重さである 400 匁（1.5 kg）ごとに束ねた。この繊
維を精麻（写真 13）という。
　栃木県では，これとは別に収穫したアサを先に紹介した鉄砲桶に入れて，もしくはヨコガマ（横
釜）と呼ばれる長さ 260 cm，幅 70 cmほどの横長のブリキ製の容器にアサの束を横に寝かせて 40
分ほど煮てから皮を剥ぐ加工法も行われ，剥いだ皮は天日で干して乾燥させ，500 匁（1.875 kg）ご
とに束ねてから出荷した。これは，繊維に表皮やゴム質などのカスが残ったものであり，皮麻，も
しくは煮剥（写真 14）と呼ばれる黄色味を帯びた緑色の繊維である。
　皮麻は手間をかけずに作れるが，安値で取引されたため，野州麻の生産地では精麻ほどには盛ん
に作られなかった。しかし，土地が肥沃で良質な精麻ができない地域や，また良質な精麻ができる
地域であっても屑麻は皮麻に加工することもあった。皮麻は撚りをかけて糸にされ，菰の経糸や畳
糸，下駄の鼻緒の芯縄などとして利用されたが，需要が減少したことから，野州麻の生産地では昭
和 40 年代以降は，特別な注文がない限り生産されていない。
　昭和初期頃までは実も出荷した。その多くは播種用で，栃木県外のアサの生産地にも供給してい
た。また，食品や鳥類の飼料としても用いられた。種子に余剰が生じた場合は，製油業者にも売却
したが，これはボイル油，仮漆，燈用の油の原料となった。実は畑の周囲に植えたアサから採取し
た。そうした所で育ったアサは風の影響を受けやすく，また栄養分をより吸収することから茎が太
くなり，良質な繊維は採れない。7月の収穫期を過ぎてもそのまま畑に残しておくが，その後もア
サはさらに背丈を伸ばして，茎を太くし，やがて花芽をつける。10 月頃になって実が熟したら先の
方だけを草刈り鎌で刈り取り，庭先に立て掛けて十分に乾燥させてから莚に広げ，クルリ棒を使っ
て実を叩き落とす。現在，野州麻の生産地では次年度以降の播種用の実の生産を行っているが，こ
れらは，繊維採取用のアサとは別の畑に間隔を開けて播く。これはアサに栄養がよくいきわたるよ
うに，そして枝別れを促して，花芽が多くできるようにするためである。
3-2．群馬県（岩島麻の生産地）
　榛名山の北麓一帯や県西部の甘楽郡などがアサの生産地であった。現在は東吾妻町（旧吾妻町）
の岩島麻保存会だけがアサの生産を行っており，平成 18 年（2006）の厚生労働省の資料によれば，
栽培面積は 5 a，繊維採取量は約 30 kg である。
　収穫したアサは，野州麻の生産地と同様にその日のうちに専用の桶と釜を用いて 2～3分ほど湯に
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浸す。その後，1 週間から 10 日ほど天日で干し，干し上がったアサを再度煮た後に天日で乾燥させる。
　ところで，明治時代の岩島麻の生産の様子を記載した『櫻木 大麻製造實験略記』（明治 26 年）［丸
橋，1893］によれば，収穫したアサは縦横 3 尺，高さ 7 尺の箱型のドウ（蒸箱）に入れて 3～4 時間
ほど蒸し，その後天日で 4 日ほど干して水気をとった。これを水で洗い，さらに 4 日間天日で干し
た後，熱湯を注いで天日で干し，次いで冷水で洗って天日で干すなど，都合 20 日をかけてアサを乾
燥させた。『群馬県無形文化財緊急調査報告書　岩島の麻』［群馬県教育委員会文化財保護課編，1978］
には蒸箱はフカシドウの名で記載され，明治になって生産量が多くなると使用されるようになった。
また，フナイタ（舟板）と呼ばれる栗の木で作られた長さ 2 m，幅 50 cm ほどの舟状の用具も見ら
れるが，これはアサに熱湯を注ぐ時に用いた。
　天日で乾燥させたアサは湿気のない場所に保管しておく。時期が来たらネド（寝場）で一日に 1
～2 回，水を張ったキブネ（木舟）もしくはオブネ（麻漕）と呼ばれる用具にアサを浸し，数日間
保管する。寝場はアサの皮を発酵させるための小屋で，床には大麦の藁が敷かれ，寒い時期は火鉢
やコンロを入れるなど温湿度を管理した。また水や藁をまくなどして発酵を促した。これらの管理
を行う人はネドバン（寝場番）と呼ばれ，主に女性が行った。
　アサの皮が十分に発酵したら寝場から出して皮を剥ぐ。これも女性の仕事であった。そして，専
用の台にアサの皮を載せ，オカキ（麻掻き）と呼ばれる用具でカスを取り除く。これは主に男性が
行った。麻掻きは桐の木で作った台の先に，幅 10 cm ほどの刃をつけたもので，先に紹介した『櫻
木　大麻製造實験略記』にも図入りで紹介されている。カスを取り除いたアサは精麻と呼ばれ，数
日間陰干しした後，主に織物用として出荷され，現在は奈良晒などの原料として使用されている。
岩島麻の精麻は黄金色で，その手触りや風合いは野州麻よりカラムシの繊維に近い。
3-3．福島県（奥会津地方）
　福島県の南会津町や只見町などで作られたアサの一部は，会津西街道（下野街道）を通って栃木
県を経由し，各地に出荷された。また，布に加工したものは，伊北麻という銘柄で流通した。戦前
は自給用にアサを生産し，そこから糸をとって着物や蚊帳を作った。当地は，気候が冷涼で綿作が
できないことから，アサを栽培して繊維を得ることは重要であった。これら奥会津地方のアサの生
産の様子は『会津農書』（貞享元年・1684）［佐瀬，1684］に見ることができ，アサの生産は里畑より
山畑の方が適していること，収穫までの日数は播種後 90 日前後であることなどが記されている。
　商品作物としてアサを生産していた地域には，野州麻の生産地と同じ形式の桶や釜があり，桶は
アサフカシオケ（麻蒸し桶），釜はアサフカシガマ（麻蒸し釜）などと呼ばれていた。また，岩島麻
の生産地に見られるような長さ 190 cm，幅 45 cm，高さ 18 cm に及ぶ舟状の用具も見られ，これを
アサムシブネ（麻蒸し舟）とかオオブネ（大舟）という。これらは，収穫したアサに湯をかける時
に使用したものと考えられている。
　しかし，自給用にアサを生産していた地域にはこうした用具は見られない。収穫したアサに湯を
かけたり，湯に浸したりすることはせず，そのまま天日で干した。例えば昭和村の農家では，収穫
したアサは根元の方を高くして 1 週間ほど庭や河原などで干し，十分に干し上がったら納屋や天井
などに保管した。そして，時期が来たら消雪用の池や水路などに 2～4 日ほど沈めておき，茎が発酵
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してきたら皮を剥いだ。
　剥いだ皮は，すぐさまアサヒキダイ（麻ひき台）やオヒキイタ（苧ひき板）の上に載せて，アサ
ヒキカナグ（麻ひき金具），もしくはカナゴと呼ばれる金具を外向きに倒して余分なカスを取り除い
た。これらの用具は，カラムシを加工する際も用いられ，その場合は内向きに倒して使ったという。
また，この地域には剥いだアサやカスを溜めるためのアサヒキブネ（麻ひき舟）やオヒキブネ（苧
ひき舟）も見られるが，これらの多くは野州麻の生産地に見られる木を組んだものではなく，木を
刳り抜いて作ったものである。
3-4．宮城県
　現在も麻布を織るためにアサの生産が行われている。その方法は，自給的なアサの生産を示すも
のとして注目される。
　播種は 4月下旬頃の雪解けを待って行う。他の生産地と同様に密に播く。その周りは生垣で囲っ
ておくが，これは目隠しのため，そして風の影響を受けにくくするためである。収穫は夏で，花が
咲く前に行う。刈り取ったアサは天日で十分に乾燥させてから，しばらく軒先などに保管しておく。
　茎から繊維を取り出すのは秋から初冬にかけてである。時期が来ると，アサの茎を家の前に設け
られた池や用水路などに入れ，沈めておく（写真 15）。数日ほどたって皮が発酵してきたら茎から
皮を剥ぎとり（写真 16），金具を用いて，皮についたカスを落とす（写真 17）。繊維は，黄色味を帯
びた灰色で，これを細く裂いて糸に績むことで麻糸となる（写真 18）。この作業は，雪に閉ざされ
た農閑期の大切な作業であった。
3-5．長野県
　かつては全国有数のアサの生産地として知られ，なかでも長野市（旧鬼無里村）や大町市（旧美
麻村）などで生産されたアサは，信州麻や山中麻の銘柄で各地に出荷された。
　収穫したアサは根と葉を除いて茎だけの状態にした後，しばらく天日で乾燥させる。そして，桶
に湯を沸かし，そこに木灰をまぜて 1時間ほどアサを煮た。すると，皮が剥ける状態になるので，
そうしたら桶からアサを出して皮を剥ぎ，金具を用いて余分なカスを取り除いた。
　信州麻は，野州麻に比べると黄色味が強く，しなやかさには欠けるが，強靭である。紐やロープ
の原料になった他，畳糸などに加工された。
3-6．岐阜県
　現在も揖斐川流域や郡上市などで生産されている。平成 18 年（2006）の厚生労働省の資料によれ
ば，岐阜県におけるアサの栽培面積は 35.9 a，繊維採取量は約 1305 kg で，いずれも栃木県に次い
で全国 2位である。繊維の採取の他，祭礼用の麻殻を得るためにアサを生産する地域も見られる。
　この地域では，収穫したアサは蒸した後に皮を剥いだ。この時に使用する用具がオオガマ（大釜）
とムシオケ（蒸桶）である。大釜は直径 90 cm，高さ約 45 cmの鉄製の釜，蒸桶は直径，高さとも
に 1 mほどの桶で，アサを蒸す時は，庭先に釜場を築いて大釜を据え，その中に水と半分に折った
アサを入れ，さかさまにした蒸桶を被せた。火を炊いて蒸気を出すことで，桶の中でアサを蒸すこ
［アサ利用の民俗学的研究］……篠﨑茂雄
413
とができた。アサの茎を折らずに蒸す場合は，高さが 2～3 mに及ぶ桶が使用された。この桶は楮
を蒸す時にも使用した。
　アサは蒸すことで皮が剥きやすくなる。半日から一日ほどかけて蒸したアサは，流水につけて冷
やしてから皮を剥いだ。それを板の上に載せて，金具でカスをしごき取った。あるいは皮を灰汁で
煮てからカスをしごき取った。揖斐川町（旧徳山村）ではこの作業をタクルという。したがって，
その板をオタクリイタ（苧たくり板），金具をオタクリガネ（苧たくり金）と呼ぶ。オタクリガネは
長野県や福島県など東日本各地で使われている金具と同様に，長方形や台形状の刃に木製の持ち手
をつけたものである。
3-7．広島県
　西日本では広島県から島根県にかけての中国山地一帯がアサの生産地であった。ここで生産され
たアサは，現在の広島県安佐南区古市に運ばれ，そこで扱麻（コギソ）に加工してから，九州から
西日本各地に出荷された。しかし，当地では昭和 30 年代以降，アサは生産されていない。
　この地域で収穫したアサは，岐阜県と同様に蒸した後に皮を剥いだ。『広島市における麻苧の製造
と民俗』［広島市郷土資料館編，1987］によれば「応永年間（1394～1428）には沼田郡安村で土蒸法及
び煮扱法が開発された」（広島市教育委員会）。土蒸法とは，アサが入る大きさの穴を掘り，その中
に水の入った大釜を据え付け，上に板を渡してアサを積み上げ，筵で覆った後に土を被せて火をつ
けるもので，土の中でアサを蒸した。広島県には，「あるとき生麻を積んだまま霖雨にあったとこ
ろ，鬱蒸して剥ぎとりが容易なことを発見した」（『広島市における麻苧の製造と民俗』　広島市教育
委員会）という伝承があり，アサを蒸して皮を剥ぐ方法が考えられたという。
　アサを蒸す時は，岐阜県の項目で紹介した道具と同型の釜と桶，あるいは細長い箱型の道具を使
用した。また，石を焼いて水をかけ，その時に発生する蒸気でアサを蒸す方法も行われていたとい
う。この場合，穴を掘ったり，石を集めたりするなどの労力は要るが，釜や桶などの特別な道具は
必要とせず，しかも一度に大量のアサを蒸すことができた。
　いずれの場合もアサが蒸し上がったら火を止め，しばらくはそのままにしておき，中の温度が下
がったら桶，もしくは蒸篭などからアサを出して皮を剥き，2～3日ほど天日で乾燥させた。この地
域のアサの生産農家が作業する工程はここまでである。剥いだアサは荒苧もしくは粗苧などと呼ば
れ，これを束ねて古市の煮扱屋に出荷した。
　煮扱屋は荒苧をソーダで煮る業者で，なかば専業化されていた。煮た皮は古市地区の女性たちが
流水で余分なカスをしごき取り，扱麻として出荷した。ここでは，地元で生産された荒苧（ジソ）
だけではなく，熊本県や栃木県からも荒苧
（10）
を仕入れて，扱麻にした。荒苧はソーダと一緒に煮るこ
とで，皮についているゴム質が溶解し，表皮などの余分なカスを取ることが容易になる。これを川
に運び，流水の中で竹製の箸にアサを挟み，摺り合せることで繊維だけの状態にする。干して乾燥
させた後，河原などに広げて水をかけ，十分に日光にあてると繊維が白くなる。この作業を 2日ほ
ど行った後に出荷した。
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3-8．大分県
　九州では，阿蘇山麓の大分県日田地方や熊本県八女地方，宮崎県北西部などでアサの生産が行わ
れていたが，昭和 50 年ごろから急速に生産者は減少し，現在は大分県日田市（旧大山町）の矢幡家
のみがアサの生産を行っている。なお，当主の矢幡正門氏は平成 15（2003）年に粗苧製造で国の選
定保存技術保持者に認定されている。これは文化財の保存のために欠くことのできない伝統的な技
術または技能を有する人で，保存の措置を講ずる必要があるものが選定される。ここで生産された
アサは国の重要無形文化財に指定されている「久留米絣」の絣の縛り糸となる。近年は，これとは
別に広島県にも出荷され，伝統的な畳表の復元にも寄与している。
　3月末に播いたアサは，7月中旬ごろの天気の良い日に収穫する。まず，根元を鎌で刈り，竹製の
ヘラで葉をそぎ落として，茎だけの状態にする。これを収穫後すぐ，遅くても次の日までには家の
敷地内の水路の傍らに築いた，コンクリートブロック造りの縦 125 cm，横 150 cm，高さ 290 cmほ
どの箱状のムシガマ（蒸し釜）の中で蒸す（写真 19）。蒸し釜の下には石積みのクドを設け，そこ
に直径 80 cmほどの釜を置き，蒸す時は釜の中の水を沸騰させて蒸気を発生させる（写真 20）。蒸
し釜とクドとは簀子を通してつながっているので，蒸気は蒸し釜の中へと入っていく。以前は木製
の桶を被せてアサを蒸したが，桶が老朽化したために現在はこの方法に変えている。
　アサを蒸すのに要する時間は 7～8時間である。蒸し上がったら，蒸し釜の中からアサを出して水
をかけ，冷えたら手で皮を剥ぐ（写真 21）。剥いだ皮は半日ほど天日で乾燥させ（写真 22），これを
束ねて出荷する。
　現在，矢幡家で行うアサの加工はここまでであるが，昭和 40 年ごろまでは，剥いだ皮を苛性ソー
ダ（古くは木灰）で煮て，表皮がぬるぬるしてきたら取り出して，流水の中で余分なカスを取り除
いてから出荷した。オガラや竹で作ったコキバシ（扱箸）を用いて，摺り合せるようにして皮を扱
いたという。これを屋敷の前庭などに並べて，二日ほど天日で干した。この時，夜露にあてること
で繊維が白くなった。
❹……………縄文時代のアサの生産と利用を考えるために
　前章では，現在も栃木県で行われているアサの生産・加工の様子を紹介するとともに，群馬県，
宮城県，大分県で行われているアサの生産方法の事例を，また福島県，長野県，岐阜県，広島県な
どで行われてきたアサの加工方法を加工用具とあわせて紹介した。
　アサの栽培目的は繊維の採取と実の採取の 2つが考えられるが，両者は分けて考える必要がある。
前者は冷涼で，肥沃でない土地の方が適しており，しかも風の影響を受けにくい場所に密植するな
どの管理が必要である。繊維の質に拘らなければ，野生種の利用も可能であるが，群生している場
所やその状況などにより制約を受けたであろう。これに対して，後者は肥沃な土地の方が有利であ
る。本章では，それぞれのケースについて考察する。
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4-1．繊維を採取するためのアサの生産と利用
　現在も栃木県の足尾山地東南麓や群馬県の榛名山北麓，岐阜県の飛騨高地南麓などでは，繊維採
取を目的にアサが生産されている。これらの地域では，繊維採取用のアサにとって有利な土壌と気
候を備えており，その結果，今日まで生産が続けられてきたといえる。アサの生産を行う地域は年々
少なくなってはいるが，東北地方や中部地方の山間地などでは戦前までアサを生産していたことか
ら，その地域の博物館や資料館などを訪問することでアサの生産用具や製品を見ることができ，ま
た聞き取りなどの民俗調査も可能である。
　今日，質量ともに日本最大のアサの生産地である栃木県では，種を播く時に使用する播種器，ア
サの根や葉をそぎ落とすための包丁，アサの湯かけを行うための鉄砲桶と鉄砲釜，茎を発酵させる
ための麻漕，繊維を取り出すための麻ひき箱や麻ひき台，ヒキゴなどの道具を用いてアサの生産を
行っている。また岐阜県や広島県の博物館などでは，アサを蒸すための桶や釜を見ることができる。
しかし，これらは商品価値の高い繊維採取用のアサを大量に生産するために考え出された道具であ
り，自給用，もしくは少量のアサの生産においては必ずしも必要なものではない。なかでも，栃木
県や群馬県などで行われている収穫したアサを湯に浸すという工程は，表皮についた虫を殺すとと
もに，皮の組織を熱湯で傷めて，乾燥を早めかつ皮の色を白くするために行うものといわれている
が
（11）
，アサの加工においては必ずしも必要な工程ではない。確かにアサを湯につけることで長期保存
が可能になり，均一なアサを大量に生産することができるが，他の生産地において，これだけの手
間をかけてアサの加工を行っている例はない。
　アサの生産や加工において重要なことは，茎から皮を剥ぐこと，そして皮についた余分なカスを
取ることであり，その際に不要になる枝や葉を取る方法も重要である。そして，その時に使用する
ものが，アサの生産や加工において欠かすことができない用具といえる。
　各地の民俗事例をまとめると，アサの皮を剥ぐには「熱を加える」方法と「水につける」方法の
図３　アサの加工の模式図
 ※点線内は一連の加工を示す
 ※カスをとらないで出荷する地域もある
国立歴史民俗博物館研究報告
第187集　2014年7月
416
二種類がある。また，皮についた余分なカスを取るには「皮を発酵させる」方法と「木灰や苛性ソー
ダで煮る」方法の二つが見られる。各地で行われているアサの加工は，この両者の組み合わせによ
り成り立っているが，地域によって複雑な様相を呈している（図 3）。
　アサの茎に熱を加えて皮を剥ぐ事例としては，野州麻の生産地に見られる煮剥ぎを作る事例と長
野県で見ることができる。いずれもアサの茎を熱湯の中で 40 分から数時間程度煮るものであるが，
この場合，湯を沸かすための大型の容器が必要となる。また，岐阜県や大分県などの西日本や青森
県，岩手県などの東北地方で広く見られる「蒸す」という方法は，蒸気をあてることでアサの皮を
剥きやすくするものである。そのための桶や釜，あるいは蒸籠状の箱は青森県，岩手県，石川県，
滋賀県，広島県，宮崎県などで報告されており，また群馬県でも明治時代にはアサを蒸すための箱
状の容器が見られるなど，アサの加工方法としては最も一般的な方法であった。この場合も，野州
麻の生産地と同様にアサを蒸すための大型の桶や釜が必要となるが，縄文時代にこれらの用具を
作って，アサを加工することは不可能であったろう。
　しかし，これらの用具がなくてもアサを蒸すことは可能である。前章の広島県の項目で紹介した
土蒸法である。また，岐阜県や富山県などでは，収穫したアサに草を被せて温度を高め，茎を自然
発酵させてから皮を剥いだ。これらの方法を用いれば，特別な用具は必要としない。一方，福島県
や宮城県などではアサを用水路や池に数日間沈め，皮がふやけてきたらアサの皮を剥いだ。この方
法も特別な用具は必要としない。さらには，収穫したアサを天日で干して，雨露にさらし，それを
叩くことでも皮を剥ぐことはできる。繊維の質を度外視すれば最も簡便な方法といえる。仮に，縄
文時代にアサの加工が行われていたとしたら，これらのいずれかの方法により，皮を剥いだものと
思われる。
　より良質な繊維を得るためには，剥いだ皮から表皮などの余分なカスを取り除く必要がある。そ
のためには，皮が発酵して柔らかくなったところに，あるいは剥いだ皮を木灰か苛性ソーダで煮て
柔らかくなったところに，木や竹，金属などを押し当てて，カスをしごき落とさなければならない。
野州麻の生産地では前者の方法がとられ，現在は専用の機械を用いてカスを落としている。しかし，
昭和 40 年代以前はヒキゴ（写真 23）と呼ばれる半円筒状の金具で，大正時代から昭和初期ごろは，
輪切りにした真竹を釜で茹であげ，これを均等に半分に切り，割面を鎌で削って刃をつけたもので
カスを落としていた。ヒキゴの半円筒状の形はその名残である。この竹製の用具を使うと，艶のよ
いアサがひけるものの，2枚（200 サッパ・精麻にして 200 枚分）もひくと刃が欠けてしまうなど効
率は悪かった。野州麻の生産地では一日に 10 枚（1000 サッパ）ひけて一人前といわれた。そうし
たなかで，専用の金具が開発されたのであろう。一方，福島県や宮城県などでは長方形，もしくは
台形の金属に木製の持ち手をつけた用具を用いてカスをしごき落とした。この用具は，概ね岐阜県
以東の東日本で用いられ，カラムシや楮などアサ以外の繊維のカスを取り除く際にも使用された。
また，その刃は，使えなくなった包丁や鋸の折れたものを流用するなど，自給民具としての一面も
持っていた。
　これに対して，岐阜県以西の西日本では，剥いだ皮を木灰か苛性ソーダで煮てからカスを落とし
た。こうすることで，皮からカスが剥がれやすくなり，簡単にカスを落とすことができる。岐阜県
では福島県や宮城県などと同型の長方形，もしくは台形の金属に木製の台をつけた用具（写真 24）
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を用いてカスをしごき落としたが，滋賀県以西の西日本では，コキバシ（扱き箸）などと呼ばれる
竹やオガラで作った箸状の用具（写真 25）が使用された。これは自分の掌の大きさに合わせて作ら
れた自給民具である。これらの用具は自然の素材から作ることができるので，縄文時代でも製作可
能であったろう。
　アサの加工にあたっては，茎についた余分な葉を落とさなければならないが，野州麻の生産地で
は，麻切り包丁と呼ばれる直刀状の刀が用いられた。しかし，これもアサの大量生産を行うにあた
り，後になって工夫されたものである。大分県や岐阜県など他の生産地では竹を割ったものが用い
られ，岩手県など良質な竹が手に入らない地域では木のヘラを使用した。いずれも，自給可能な用
具である。
　このように，木や竹で簡単な用具を作ることでアサの生産は可能である。したがって，縄文時代
にアサが生育していたならば，そこから繊維を取り出して，利用することは容易であったろう。
4-2．実を採取するためのアサの生産と加工
　これに対して，アサの実の採取に関する民俗事例は乏しい。しかし，アサの実は栄養が豊富で，油
も搾取できることから，利用価値は高かったものと思われる。そして，特別な道具は必要としない。
　ところで，縄文時代のアサの実は，秋田県や千葉県，福井県などの海岸部において多く出土して
おり，それが縄文時代にアサが生育していたとする根拠になっているが，アサは漁網や釣り糸など
の原料となることから，海岸部の地域において，より利用価値が高かった。実際に江戸時代から昭
和時代中期にかけて栃木県で生産された野州麻の多くは，茨城県や千葉県などの海岸地域に出荷さ
れ，そこで漁網に加工されている。
　潮風が強く吹く海岸部や肥沃な土壌が広がる河口付近においては，強靭な繊維が得られるアサの
生産は困難であったろう。しかし，実を採取するためのアサであれば，その限りではない。むしろ
アサの実の生産に有利に働いたであろう。
おわりに
　本稿では，現在，質量ともに全国一の生産量を誇る栃木県で行われているアサの生産・加工の様
子を記述するとともに，全国各地で行われてきたアサの生産方法や加工用具の事例を紹介した。ま
た，それらの成果をとりまとめるとともに，民俗学的な視点から，縄文時代のアサの生産や利用，
そしてそれらの可能性について考察した。
　アサの栽培目的は繊維の採取と実の採取の 2つが考えられるが，両者は分けて考える必要がある。
繊維採取用のアサは花が咲く前に収穫し，実を採取してからは良質な繊維が採れない。また，繊維
採取用のアサは冷涼で，肥沃ではない土壌の方が適しており，逆に実採取用のアサは肥沃な土地に
おいて有利である。
　アサの繊維を利用するためには，アサの茎から皮を剥がさなければならない。その際に桶や釜な
どを用いる事例が多いが，特別な用具がなくても水につけたり，草を被せたりすることでも皮を剥
ぐことはできる。さらに良質な繊維を取り出すためには，皮が発酵して柔らかくなったところに，
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（ 1 ） アサは強くて長い繊維がとれる植物の総称であ
り，今日では大麻をはじめ，苧麻（カラムシ）やアマ，
マニラアサ及びそこから得られる繊維などもアサと呼ば
れている。しかし，本来「アサ」は，大麻のみをさす言
葉で，江戸期の関東の古文書等によれば，アサは「麻」，
カラムシは「苧」，「真苧」，「青苧」などと表記されるな
ど両者は明確に区別されていた。この地域で「大麻」と
いう文字が散見するのは，神道の分野を例外とすれば明
治時代以降である。なお，植物分類学によれば，アサ
（Cannabis sativa L.）はアサ科，カラムシはイラクサ科，
アマはアマ科，マニラ麻はバショウ科であり，植物の形
態や利用される部位は異なる。
　本稿では，特にことわりのない限りアサは大麻のこと
だけを指し，カラムシやアマ等の麻類繊維は含めない。
また，植物としてのアサを表記する際は「アサ」とカタ
カナで，繊維を表記する際は「麻」と漢字で記した。
（ 2 ） いずれも布目順郎氏の分析による。
（ 3 ） 川田家文書によれば，寛文期（1661～73 年）
から元禄初頭（1600 年代末）に現在の栃木県の鹿沼市
一帯で生産し，加工された麻は江戸に出荷された。また，
これらの麻には等級や産地による銘柄の違いもあった。
（ 4 ） アサの花部と葉には，陶酔作用を引き起こす
THC（テトラヒドロカンナビノール）が含まれている
ことから，昭和 23 年（1948）に制定された大麻取締法
により，その栽培にあたっては都道府県知事の許可が必
要となった。なお，栃木県ではトチギシロという毒性の
ないアサが生産されている。
（ 5 ） 野州は栃木県の俗称である。
（ 6 ） 近年は鉄砲桶ではなく，鉄で作った容器でアサ
の湯かけを行う人が多い。これは周辺に桶職人がいなく
なり，鉄砲桶の維持管理が難しくなったからである。桶
を使用した場合，鉄砲釜と接する底板の部分が燃えるこ
とがあり，またタガの入れ替えも定期的に行わなければ
ならなかった。
（ 7 ）  4 月になって気温が高くなると，麻ひきを始め
る人もいた。この時期にひいたアサは，ハルソ（春麻）
という。
（ 8 ） 現在，野州麻の生産地ではビニールハウスの中
で床臥せや麻ひきなどの加工する人もいる。したがって，
厳冬期を除けば，アサの生産は可能となった。
（ 9 ） 良質な精麻は繊維が強靭で，色や艶がきれいな
ものをいう。栃木県では昭和 8 年 10 月から等級検査が
実施されたが，最上位にランクされる極上は「最も光沢
に富み，清澄なる黄色か黄金色。手ざわり，調整，乾燥
註
あるいは剥いだ皮を木灰か苛性ソーダで煮て柔らかくなったところに竹や金具などを押し当てた
り，竹やオガラで作った箸状の用具で擦ったりすることでカスを取り除く。これらの用具は自然の
素材を利用して作ることができるので，縄文時代にアサの加工を行うことは可能であったろう。
　一方，アサの実の採取においても，特別な用具は必要としない。繊維の採取において不適な土地
とされる海岸部や土壌が豊かな地域においても，アサの実であれば生産は可能であったろうし，野
生種も利用できたと考えられる。
　本稿では，民俗事例をもとに縄文時代におけるアサの生産の可能性について考察した。今回は予
察の段階で留まってしまったが，出土したアサの繊維や実の分析とあわせて，縄文時代の遺構や遺
物からアサを水にさらした痕跡やアサを灰汁で煮た痕跡を見出して，分析することで，より的確な
答えが得られるものと思われる。その点を今後の課題としておく。
　謝辞
　本稿の作成に当たり，栃木県鹿沼市のアサ生産農家である大森由久氏には大変お世話になった。
また，アサの生産用具や製品の調査等に当たり，東北歴史博物館の小谷竜介氏，宮崎県立総合博物
館の小山博氏をはじめとする調査対象地域の博物館施設等の学芸員や教育委員会の方々には御配慮
いただいた。この場を借りてお礼申し上げます。
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すべてに最もすぐれ，繊維が強力なもの」である。アサ
の生産農家では黄金色で新聞の文字が透けて見えるくら
いに薄くひかれた精麻を目指して加工した。肥沃な土壌
の地域ではアサが成長しすぎて，皮が厚くなってしまう
ので良質な精麻を作ることは難しい。
（10） 野州麻の生産地ではニハギと呼ばれるものであ
る。
（11） 『大麻ノ生産』（昭和 15 年）（朝鮮繊維協会編，
1940）による。
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In olden days, hemp was grown all over Japan. Between the Edo period and the early Showa period, it 
was grown as a commercial crop in Tochigi, Nagano, Hiroshima and other prefectures. Fibers obtained 
from the stem were used to make the core cord for geta (Japanese wooden sandals) straps, as well as 
nets for fishing and other purposes. Further, in northeastern and central Japan, regions that are climati-
cally unsuited for cotton cultivation, hemp was grown until at least before the start of World War II for 
self-consumption, such as processing the fibers to make clothing. Hemp also played an indispensable 
role in religious rituals. String made from hemp was used to cut a newborn baby’s umbilical cord and 
was also included as an auspicious item in gifts exchanged at traditional Japanese engagement ceremo-
nies. Oil extracted from hemp seeds was utilized for edible purposes.
We assume that hemp was cultivated for two purposes—the extraction of fibers and the harvest of 
seeds. Looking at examples of cultivation in different regions, it is clear that the two purposes must be 
considered separately. Hemp that is cultivated for extraction of fibers must be planted closely to pre-
vent branching and must be harvested before the plants begin flowering. Cold climatic conditions and 
infertile soil further enhances the quality of the fibers. On the other hand, hemp that is grown for the 
extraction of seeds thrives on fertile soil and is planted at distances that stimulate branching.
In order to extract fibers from hemp, it is necessary to first remove the bark from the stems of the 
plants. In many regions this was done by boiling or steaming the stems in large pots. However, the 
bark can be removed through simpler means such as by immersing in water or covering with weeds to 
raise its temperature, and hemp can be processed without the use of special tools. These methods are 
employed even today in Fukushima and Miyagi prefectures. To further enhance the quality of fibers, 
they must be scraped off using bamboo, wood, metal, etc., to eliminate impurities on the surface. In 
Tochigi Prefecture, tools made by splitting bamboo rods were traditionally used, while chopstick-like 
tools made from bamboo were used in Hiroshima and Miyazaki prefectures. Most of these tools were 
crafted by the local people themselves utilizing materials obtained from nearby mountain forests. In 
addition, no special tools were required for the harvesting of seeds as well.
Looking at examples of cultivation in different regions, we can assume that if hemp was grown in the 
Jomon Period, it would have been possible to process and utilize it.
Key words: Hemp plant, Hemp being cultivated for the extraction of fibers and for the harvest of seeds, 
processing of hemp, commercial crop and subsistence crop, handmade tools
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